
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         このたび記録的な大雨による西日本豪雨は、甚大な被害をもたらし、

多くの人が犠牲となられました。15 府県の被災地で死者数が、224 人 

と７月 23 日の新聞で報じられています。県内でも２人の方が犠牲になられています。大草野 

コミュニティとしても、亡くなられた方々に心からお悔やみ申し上げますとともに、ご遺族や 

被災されました方々にお見舞い申し上げます。災害は何時どこで起きても不思議ではありませ 

ん。私達も普段から災害に対する備えを行いましょう。人の力が及ばないところもあろうかと 

思いますが、「自主防災」の大切さを痛感しています。 

         ７月６日に大雨特別警報が佐賀県に初めて発表されました。 

「特別警報」は現在の警報の基準をはるかに超えるような「重大な災害」が起こ

る危険性が非常に高いときに最大級の警戒をかけるため気象庁が平成 25 年８月に導入しました。それ

までは、過去の大きな災害の際に『大雨警報』『記録的短時間大雨情報』『土砂災害警戒情報』などが繰

り返し発表されたにも関わらず、避難や被害防止に結びつかなかったという教訓があったそうです。  

重大な災害とは 気象庁は、その地域で 50 年に一度あるかないかの現象が起きている場合又は予想

される場合に『特別警報』を発表します。  
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大草野丹生神社の『ウバメガシ』 

嬉野市天然記念物に指定  

大
草
野
丹
生
神
社
の

拝
殿
左
側
に
名
木
「ウ
バ
メ

ガ
シ
」
（
通
称 

姥
目
樫
）
が

平
成

３０

年
２
月

１５

日
、

嬉
野
市
天
然
記
念
物
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

名
木
は
「
佐
賀
県
名
木
・
古

木
」
に
登
録
し
、
平
成
１７

年
に
樹
木
医
診
断
を
受
け

る
な
ど
大
切
に
守
り
続
け

た
こ
と
が
今
回
の
指
定
に

つ
な
が
っ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。  

推
定
樹
齢
８００
年 

樹
高
１５
ｍ 

幹
周
り
３，１
ｍ 

ｍ  

  

ｚ
ｙ 

 

も
あ
る
名
木
を
地
区
の
財
産
と

し
て
後
世
ま
で
引
き
継
ぐ
こ
と

が
大
切
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
、
も
う
一
度
、
訪
れ
て

み
て
は
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 



 ６月２８日（木）に  、    今年も 4 年生による「ホタル学習」として、南上の人工  

小川にホタルの幼虫とエサとなる川ニナも放流しました。 

朝から雨模様でしたが無事に終える事が出来ました。 

その後、学校で一ノ瀬会長から『ホタルの生態』につい 

てのお話しがあり、顕微鏡でホタルの幼虫を観察しても 

らいましたが、生徒の皆さんは、興味を持ってのぞいて 

いました。今日はホタルの幼虫を約「２千匹ぐらい」放流 

しました。この中で来年成虫として生き残るのは「２～３％ぐらい」だそうです。幼虫 

は、一ノ瀬会長と辺田地区の田中さんが丹精込め人工ふ化させて頂きました。 

この人工小川でも一日も早く自然にホタルがふ化出来る様にしたいものです。 

           ～大草野ことをもっと知ろう～ 

 ６月２７日(水)に３年生の皆さんが、『大草野ことをもっと知りたい』 

『もっと知ろう』と地域学習が行われました。一ノ瀬会長が講師となり 

事前にとられたアンケートにもとに色々と話されました。「大草野小学 

校ができたときはいつですか？」「学校農園の入口にある石の柱は何ですか？」「小学校を卒業する

の塩田、嬉野、川登中に分かれて行くのはなぜですか？」などの多くの質問・疑問点に沿ったもの 

でした。次回は、１１月ごろに、『益世会』などについて話されるそうです。 

         『災害時私たちにできる備え』～ 住民共助による避難所運営 ～ 

 ７月２日(月)に嬉野市中央公民館において、熊本地震(平成 28 年 4 月 14 日発生)の体験をもとに 

熊本県西原村議会議員の堀田直孝様（当時は西原村税務課長）を講師に招き、防災講演会（市内 7

コミュニティ共催）が開催されました。「うちは『待つだけの避難所』ではなか」と先頭に立って

運営されたそうです。避難所の一つとなった河原小学校は、村役場から離れた山間部にあり行政に

頼らず「役割分担」できる。『役立ったのが地区で用意していた職業名簿、「看護師」「自衛隊」「役

場勤務」等々。職業ごとに得意分野をいかせば、自分たちで避難所の「役割」を十分に分担できる』

と考えたとのことでした。また、毎年の防災訓練で学んだ知識も役立ったそうです。「活断層に近

く大地震が起きた場合は、役場からの道も分断され孤立すると考えた。少なくとも 3 日間は、自

分たちで生き延びなければ」と……。 

蛍の里再生事業 

塩田地区自主防災訓練 

 

 

 

大草野歴史授業  

 

 

 
 

多くの皆様に、ご参加いた

だき有難うございました。予

定時間を３０分ほど過ぎま

したが、熱心にご聴講頂きま

した。 
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『
梅
雨
明
け
』
今
月
９
日
福
岡

管
区
気
象
台
は
佐
賀
県
を
含
む

九
州
北
部
地
方
が
梅
雨
明
け
し

た
と
み
ら
れ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り

日
、
前
年
よ
り
４
日
早
い
そ
う

で
す
。
佐
賀
地
方
気
象
台
に
よ

る
と
、
梅
雨
入
り
し
た
５
月

日
か
ら
７
月
８
日
ま
で
の
総
降

水
量
は
、「
西
日
本
豪
雨
」
の
影

響
で
、
各
地
で
平
年
を
大
き
く

上
回
り
、
嬉
野
市
に
お
い
て
も

ミ
リ
と
い
ず
れ
も
平
年
の

約

倍
と
な
っ
た
。 

『
熱
中
症
対
策
』
梅
雨
明
け
後

気
温
が

度
近
く
ま
で
上
が

り
、
蒸
し
暑
い
日
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
水
分
、
塩
分
等
の

補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
適
切
使
用

に
よ
り
「
熱
中
症
」
に
は
、
特

に
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。 

 

※
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被

災
写
真
は
、
宮
城
県
女
川
町
の

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
震
災
当

時
は
町
立
病
院
）
で
す
。
海
抜

ｍ
の
所
に
あ
り
ま
す
が
、
一

階
の
天
井
ま
で
津
波
が
押
し
寄

せ
た
そ
う
で
す
。
津
波
の
最
高

到
達
点
は

ｍ
以
上
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 


